































































　The most important task of social welfare is to build a mutually supportive society with independence and cooperation 
through improving daily life problems of people. In this paper, I examined the standpoints of social welfare referring to 
some human life studies in postwar Japan. Firstly, I mentioned about the research achievements of OKAMURA Shigeo, 
KON Wajiro, MIYAMOTO Tsuneichi, KAGOYAMA Takashi, CHUBACHI Masayoshi, EGUCHI Eiichi, and lastly suggested the 
signifi cance of following the tracks of mutual aids as voluntary action.
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にとどまり，give and take を原理とし，お返しのでき
ない場合のつらさがある。しかし，相互扶助は，岡村重
夫によれば，短期的他愛主義と長期的利己心が結合して，
短期的には負担でも，長期的な利益と生活の安定をもた
らす作用があり，生活困窮ないし生活の破綻を予防して
正常な社会生活を円滑にする予防的機能を有している。
また，援助者と援助される者との関係は，対等者の相互
交換関係であり，自治との関係も深く，福祉国家が主流
となった現代社会でも，自発的社会福祉の一分野として，
大きな役割を果たす可能性を秘めている 。
　これからの日本社会で大事なことは，これまで私事化
されていた家庭内での家事や育児や介護などの生命と生
活を支える労働を社会的な協同関係へつなぎ，商品交換
だけでなく人間の信頼関係によって行われる協同社会
（連帯と互酬性）を生み出すことである 。地域社会に
おける個人の社会生活の要求を充足するには，国民に対
する普遍的サービスに加えて，地域住民相互の連帯や自
発的な協同，近代化された相互扶助を成立原理とする新
しいコミュニティの存在が必要となる。そのためには，
公的責任をできるだけ住民の近くへもたらし，個人の社
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しての相互扶助の慣習などに着目して，その歴史的経過
をたどり，生活に根差した連帯の組織を形成する道を探
ることが重要に思われる。福祉の価値前提は，人間らし
い生活を保障する基本的人権の実現にあり，生活の歴史
的・文化的背景や生活習慣を振り返り，歴史を踏まえた
社会福祉のあり方が求められる。
注
注1）比較文化論の出発点の一つともなったマックス・
ウェーバーの『プロテスタンティズムの倫理と資本主義
の精神』において，「エートス」は「倫理的に色彩づけ
られた生活態度（Lebensführung）の格率」という説明
がなされている。生活意識およびエートスは，いずれも
倫理的な色彩をおびた生活態度を指している。
注2）この点については，西山夘三『これからのすまい
―住様式の話―』相模書房，1947など参照。
注3）宮本常一の民俗学については，柴田周二『生活の
思想と福祉社会』ナカニシヤ出版，2011； pp.64-110 
など参照。
注4）家事労働における協同については，朝倉美江『生
活福祉と生活協同組合福祉』同時代社，2002など参照。
注5）二宮尊徳と報徳社については，柴田周二『生活の
思想と福祉社会』pp.124-133，同「福祉文化の基礎と
しての自立と協同―報徳社の相互扶助とコミュニティ形
成を中心に―」『福祉文化研究』23号，2014，pp.63-
72など参照。
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社会的変化に対する相対的自立性の根拠を明確にした
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能をその背後で規制している構造的諸要因を抽出してく
る場合の媒介変数」（中鉢正美），社会構造と家庭生活と
の関係を把握する索出手段とされ，同時に，生活研究は
独立の科学として成立する根拠を得た。そして，江口英
一は，労働力再生産過程としての生活構造を同じくする
家族集団を「社会階層」としてとらえ，その違い，すな
わち労働力再生産を行う条件の違いによって序列化し，
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と ，③消費支出の画一化と社会的固定費（家賃，地代，
水道光熱費，保健医療費，交通･通信費，教育費，交際費）
の強制的性格が強まり，低消費世帯では消費生活におけ
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まとめ
　社会福祉は，生活問題の具体的解決法にとどまらず，
社会全体が福祉を支える福祉社会が形成されることを目
指している。そこで，重要な位置を占めるのは，自立と
協同の価値意識と人間関係，それを支える小協同体がい
かに形成されるかを明確にすることであり，それが実現
されるためには人々がおかれた日常生活の状況や生活意
識を社会的，歴史的，文化的環境を含めて現実的にとら
えることが必要である。国民間のヨコの連帯が弱く，自
治的伝統が希薄といわれるわが国で，タテ社会の枠に加
えて，顔見知りの関係を優先する世間意識や，身内や身
辺の排他的幸福追求のみを追求する家族中心主義を超え
た目的志向型の組織を形成するためには，単なる知識と
しての平等や独立を論じるだけでなく，生活の実態を
踏まえた分析が必要である。NPOなどの組織形成とと
もに，制度とは別の生活規範や自発的社会福祉の一つと
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